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平成26年度 村の予算を 可決

○一般会計予算
3,046,840 千円

（前年度）
（増　減）

2,955,401
91,439

千円
千円

○国民健康保険特別会計予算
342,105 千円

（前年度）
（増　減）

366,491
△24,386

千円
千円

○簡易水道特別会計予算
119,920 千円

（前年度）
（増　減）

106,884
13,036

千円
千円

○介護保険特別会計予算
335,927 千円

（前年度）
（増　減）

340,566
△4,639

千円
千円

○後期高齢者医療特別会計予算
23,928 千円

（前年度）
（増　減）

29,254
△5,326

千円
千円

○下風呂財産区一般会計予算
13,539 千円

（前年度）
（増　減）

14,231
△692

千円
千円

○易国間財産区一般会計予算
1,550 千円

（前年度）
（増　減）

1,433
117

千円
千円

2

　　平成２６年度一般会計・特別会計の各当初予算が第１回村議会定例会で可決されま
した。一般会計予算の総額は、歳入歳出それぞれ３０億４千６８４万円となり、平成
２５年度当初予算と比較して、３．１％の増額となりました。

　平成２６年度一般会計当初予算の総額は
３０億４千６８４万円で、平成２５年度当初予算
２９億５千５４０万１千円より９千１４３万９千
円、３．１％の増額となりました。
　日本経済は、アベノミクスの「三本の矢」で長
期のデフレを脱却し、経済成長率３％を目指して
おり、その効果が早期に地方まで届くよう期待さ
れているところです。
　一方、自主財源の乏しい本村にとって、歳入の
約５割を占める地方交付税が、減額される状況に
加え、村の自主財源の根幹である地方税は、当村
の基幹産業である水産業の不振と後継者不足、観
光産業の低迷、雇用情勢の悪化、高齢化率の上昇
などにより税の増収は見込めない状況となってお
ります。
　また、ここ数年村職員の定年退職者数が増え、
義務的経費である人件費の減少が続いてきてはお
りますが、マンパワーの確保も必要となっており
ます。
　一般会計予算の歳入においては、統合小学校校
舎等建設工事が始まるため、これに係る国庫負担
金及び地方債が増額となるほか、維持運営費に地
域活性化基金の繰入、電源立地地域対策交付金の
東通原発１号機とむつ中間貯蔵施設の促進枠分を
最大限充当することにより、歳入不足を補い予算
編成したところです。
　歳出においては、経常的な物件費、補助費等の
抑制の限界に加え、普通建設事業における統合小
学校校舎等建設工事費等により、対前年度比３．
１％の増となっております。
　また、平成２１年度より診療所不良債務解消に
努めてきておりますが、平成２６年度では当初予
算において、５千万円を計上し平成２７年度です
べての不良債務を解消する計画でおります。
　簡易水道特別会計予算においては、易国間水源
地整備工事が計上されております。

平
成
26
年
度
予
算

予 算 編 成 の 状 況 は
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議会費
1.5%

民生費
12.8%

衛生費
14.2%

農林水産業費
4.1%商工費

2.1%
土木費
5.5%

消防費
7.1%

教育費
24.0%

災害復旧費
0.0%

公債費
12.8%

諸支出金
4.0%

予備費
0.2%

労働費
0.0%

総務費
11.7%

地方交付税
43.3%

村　債
19.9%

県支出金
13.7%

その他
1.3%

国庫
支出金
8.4%

その他
9.3%

村税
4.1%

依存財源
86.6%

自主財源
13.4%

歳出合計
3,046,840

千円

歳入合計
3,046,840

千円

科　　　目 予　算　額
（前年度） 前年度予算との比較

1. 議 会 費 45,197）
（53,507） 人件費等の減により 8,310千円の減額

2. 総 務 費 355,115）
（367,857）

人件費及び参議院議員選挙費等の減により 12,742
千円の減額

3. 民 生 費 389,260）
（394,037）

障害者基本計画等策定業務委託料の増、後期高齢者
医療負担金の減により 4,777 千円の減額、風間浦
保育所は、平成 26 年度から指定管理者制度導入

4. 衛 生 費 432,783）
（486,279）

風間浦診療所運営費貸付金等の減により 53,496千
円の減額

5. 労 働 費 2）
（10） 8千円の減額

6. 農林水産業費 125,927）
（349,914）

蛇浦漁港改修事業の終了等により 223,987千円の
減額

7. 商 工 費 64,433）
（70,490）

緊急雇用創出対策事業等委託料の減により 6,057
千円の減額

8. 土 木 費 167,154）
（127,193）

広域避難路調査設計事業計上により 39,961千円の
増額

9. 消 防 費 216,585）
（218,493） 積載車購入費等の減により 1,908千円の減額

10. 教 育 費 732,162）
（306,050）

風 間 浦 小 学 校 新 築 工 事 請 負 費 の 計 上 に よ り
426,112千円の増額

（単位：千円）
平
成
26
年
度
予
算

平成２6年度一般会計歳入歳出予算構成図表

目的別歳出予算の主な内容（前年度予算との比較）
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人
　
事
　
案

条
　
例
　
案

専
決
処
分
承
認
案

道
路
線
の
認
定

4

科　　　目 予　算　額
（前年度） 前年度予算との比較

11. 災 害 復 旧 費 4）
（4）

12. 公 債 費 390,253）
（398,092）

義務教育施設事業債元金償還終了により 7,839 千
円の減額

13. 諸 支 出 金 120,807）
（178,856）

地域活性化基金積立金の減により 58,049千円の減
額

14. 予 備 費 7,158）
（4,619） 2,539千円の減で 7,158千円を計上

歳出合計 3,046,840）
（2,955,401）

☆
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

　

内
容
・
・
３
月
18
日
任
期
満
了
の
佐
賀
敏
一
氏
の
再
任

☆
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

　

内
容
・
・
根
戸
内
教
子
氏
を
教
育
委
員
に
任
命
︵
新
任
︶

☆
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

内
容
・
・
除
雪
委
託
料
の
補
正
1
千
万
円

☆�

風
間
浦
村
特
別
職
の
職
員

の
給
料
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

内�

容
・
・
平
成
26
年
4
月

1
日
か
ら
平
成
27
年
3

月
31
日
ま
で
の
間
、
村

長
の
給
料
月
額
を
10
％

減
額
す
る

賛
成
４�

反
対
２�

賛
成
多
数

◆
反
対
討
論
◆

予
算
配
分
の
中
で
、
き
ち
っ

と
組
み
合
わ
せ
を
し
な
い
中

で
の
村
長
の
給
料
の
削
減
に

は
賛
成
で
き
な
い
。

☆�

風
間
浦
村
教
育
委
員
会
教

育
長
の
給
与
及
び
勤
務
時

間
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

内�

容
・
・
平
成
26
年
4
月

1
日
か
ら
平
成
27
年
3

月
31
日
ま
で
の
間
、
教

育
長
の
給
料
月
額
を

10
％
減
額
す
る

賛
成
４�

反
対
２�

賛
成
多
数

◆
反
対
討
論
◆

予
算
配
分
の
見
直
し
す
る
と

か
、
安
易
に
削
減
す
る
べ
き

で
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
反

対
す
る
。

☆�

風
間
浦
村
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

内
容
・
・
算
定
を
改
正

☆�

風
間
浦
村
桑
畑
温
泉
施
設

設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

内
容
・
・�

入
浴
料
金
の
改

正

☆�

風
間
浦
村
営
住
宅
管
理
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

内�

容
・
・
公
営
住
宅
法
施

行
令
の
改
正
及
び
寺
ノ

上
団
地
新
設
共
用
開
始

に
伴
う
家
賃
の
改
正

☆�

風
間
浦
村
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

内�

容
・・
ア
ッ
ク
ス
グ
リ
ー

ン
へ
自
ら
が
直
接
運
搬

す
る
場
合
の
手
数
料
処

理
方
法
の
改
正

☆�

風
間
浦
村
教
員
住
宅
使
用

料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

内�

容
・
・
村
内
教
員
住
宅

へ
の
入
居
要
件
の
改
正

☆�

社
会
保
障
の
安
定
財
源
の

確
保
等
を
図
る
税
制
の
抜

本
的
な
改
革
を
行
う
た
め

の
消
費
税
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
等
の
法
律
の
施

行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

理
に
関
す
る
条
例

　

内�

容
・
・
消
費
税
率
の
改

正
に
伴
う
使
用
料
等
の

改
正

☆
風
間
浦
村
道
路
線
の
認
定

　
　

内
容
・
・�

広
域
避
難
路
と
し
て
、
古
野
・
大
川
目
線
の

道
路
認
定

３
月
定
例
議
会全

会
一
致
同
意

原

案

可

決

全
会
一
致
承
認

全
会
一
致
認
定

佐賀　敏一 氏

根戸内教
（ノリコ）

子 氏
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規
約
変
更

補
正
予
算
案

契
約
変
更

契
約
変
更

5

☆�

下
北
圏
域
障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
会
共
同
設
置
規
約
の
変
更

　

内�

容
・
・
新
た
な
障
害
保
健
福
祉
施
策
を
講
ず
る
た
め
の

関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
一
部
施
行
に
伴

い
、
引
用
し
て
い
る
部
分
の
条
文
整
備

　

・�
水
産
振
興
対
策
及
び
組
合

経
営
強
化
対
策
事
業
補
助

金
１
千
万
円
の
減
額

　

・�

緑
町
線
道
路
改
良
工
事

請
負
費　

４
千
４
０
０

万
円
の
減
額

　

・�

風
間
浦
小
学
校
校
舎
新

築
工
事
設
計
業
務
委
託

料
２
千
９
５
０
万
円
の

減
額

　

・�

過
疎
地
域
自
立
促
進
特

別
基
金
積
立
金
１
千
８

０
０
万
円
の
減
額

　

・�

地
域
活
性
化
基
金
積
立

金
１
千
８
１
３
万
円
の

減
額

☆�

平
成
25
年
度
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

　

内
容
・
・�

３
９
７
万
４
千

円
の
追
加

　

歳
入
の
主
な
る
も
の

　

・�

国
庫
支
出
金
２
１
７
万

８
千
円
の
追
加

　

・�

県
支
出
金
１
７
９
万
６

千
円
の
追
加

　

歳
出
の
主
な
る
も
の　
　
　

　

・�

制
度
改
正
に
伴
う
シ
ス

テ
ム
改
修
委
託
料
５
２

万
円
の
計
上

　

・�

直
営
診
療
施
設
勘
定
繰

出
金
２
９
４
万
３
千
円

の
計
上

☆�

平
成
25
年
度
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算

　

内
容
・
・�

２
９
６
万
円
の

減
額

　

歳
入
の
主
な
る
も
の　
　
　

　

・�

繰
入
金
２
９
６
万
円
の

減
額

　

歳
出
の
主
な
る
も
の　
　
　

　

・�
変
更
許
可
申
請
書
作
成

委
託
料
７
８
０
万
円
の

減
額

　

・�

易
国
間
水
源
及
び
前
処

理
設
備
工
事
実
施
設
計

業
務
委
託
料
７
３
５
万

円
の
計
上

☆�

平
成
25
年
度
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算

　

内
容
・
・
50
万
円
の
減
額

　

歳
入
の
主
な
る
も
の

　

・�

繰
入
金
５
６
万
３
千
円

の
減
額

　

歳
出
の
主
な
る
も
の

　

・�

一
般
会
計
繰
入
金
５
６

万
３
千
円
の
減
額

☆�

平
成
25
年
度
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

　

内
容
・
・�

９
１
万
６
千
円
の
減
額

　

歳
入
の
主
な
る
も
の　
　
　

　

・�

繰
入
金
９
１
万
６
千
円

の
減
額

　

歳
出
の
主
な
る
も
の　
　
　

　

・�

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

基
盤
安
定
負
担
金　

８

３
万
円
の
減
額

☆�

村
港
整
第
１
４
６
０
号
蛇
浦
漁
港
港
整
備
工
事
請
負
契
約

の
一
部
変
更

　

内
容
・
・�

工
期
を
平
成
26
年
８
月
30
日
ま
で
に
変
更
す
る
。

◆
反
対
討
論
◆

消
費
税
の
増
額
も
関
連
す
る
し
、
契
約
不
履
行
で
は
な
い
か
。

工
期
内
に
終
わ
ら
な
い
原
因
が
わ
か
ら
な
い
。
も
う
一
度
調
査

し
報
告
す
べ
き
。

　

☆�

村
港
整
第
１
４
６
０

号
蛇
浦
漁
港
港
整
備

工
事
請
負
契
約
の
一

部
変
更

　

内
容
・
・
工
期
を
平

成
26
年
８
月
30
日
ま
で

に
変
更
す
る
。

　

賛
成
４　

　

反
対
２

賛
成
多
数

　

去
る
、
３
月
20
日
第
１
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

☆�

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算

　

内�

容
・
・
１
億
７
千
６
３

０
万
３
千
円
の
減
額

　

歳
入
の
主
な
る
も
の

　

・�

国
庫
支
出
金
３
６
３
万

９
千
円
の
追
加

　

・�

県
支
出
金
３
千
４
２
０

万
１
千
円
の
減
額

　

・�

繰
入
金
２
千
６
７
６
万

円
の
減
額

　

・�

村
債
１
億
２
千
１
０
万

円
の
減
額

　

歳
出
の
主
な
る
も
の

　

・�

障
害
者
自
立
支
援
介
護・

訓
練
費
等
給
付
費
２
６

０
万
円
の
追
加

　

・�

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
設
計
業
務
委
託
料

７
０
０
万
円
の
減
額

　

・�

簡
易
水
道
特
別
会
計
繰
出

金
２
９
６
万
円
の
減
額

全
会
一
致
可
決

全
会
一
致
可
決

全
会
一
致
否
決

原

案

可

決

平
成
26
年　

第
１
回
臨
時
会
開
催

提案理由を説明する飯田村長

蛸　島　議　長蛇浦漁港整備工事

３
月
定
例
議
会

第
１
回
臨
時
会
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金森一規
委員長

①�

昨
年
12
月
５
日
議
会
説
明

会
後
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
②�

協
定
内
容
の
詳
細
な
説
明

を
求
め
る
。

③�

指
定
管
理
料
を
ど
の
時
点

で
妥
当
と
判
断
し
た
の

か
。

産
業
建
設
課
長

　

防
護
壁
の
撤
去
は
、
平
成

28
年
度
頃
の
予
定
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
、
国
道
の
回
復
予

定
は
防
護
壁
撤
去
の
際
、
道

路
も
併
せ
て
回
復
予
定
で
あ

る
。

川本次郎
委員長

　

２
月
５
日
に
会
議
を
開
催

し
、
平
成
26
年
３
月
定
例
会

の
運
営
に
関
す
る
事
項
に
つ

い
て
審
議
し
ま
し
た
。

☆
定
例
会
は

　
３
月
７
日
よ
り
14
日
ま
で

の
８
日
間
と
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

☆�

新
年
度
予
算
審
議
に
つ
い

て
は 定

例
議
会
開
催

　

予
算
審
査
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
３
月
10
日
か
ら
12

日
ま
で
の
３
日
間
は
、
本
会

議
を
休
会
と
し
、
予
算
審
査

特
別
委
員
会
を
開
催
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

☆�

人
事
案
件
の
提
案
が
あ
る

場
合
と
し
て
の
表
決
方
法

は

　

無
記
名
投
票
で
行
い
ま

す
。　

生
活
環
境
整
備
対
策

行
政
か
ら
の
報
告

12
月
５
日
開
催

村
民
生
活
課
か
ら

☆�

保
育
所
民
営
化
に
か
か
る

報
告

委　
　
　

員

問・�
今
ま
で
村
で
運
営
し
た
経

費
と
指
定
管
理
委
託
料
と

の
差
は
ど
の
く
ら
い
あ
る

の
か
。
ま
た
、
指
定
管
理

料
が
段
階
的
に
上
が
っ
て

い
る
が
理
由
は
な
に
か
。

行
政
側
か
ら

・�

正
規
に
言
え
ば
、
平
成
24

年
度
の
お
よ
そ
６
千
５
０

０
万
円
位
な
け
れ
ば
本
来

の
事
業
運
営
は
出
来
な
い

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
段
階
的
に
上
が
っ

て
い
る
理
由
は
人
件
費
や

物
価
の
上
昇
、
消
費
税
を

見
込
ん
で
の
こ
と
だ
と
事

業
者
か
ら
説
明
を
受
け
て

い
ま
す
。

２
月
14
日
開
催

　

落
石
防
止
工
事
が
終
了
し

て
い
る
が
、
国
道
に
設
置
さ

れ
て
い
る
防
護
壁
の
撤
去
及

び
国
道
の
回
復
の
予
定
に
関

す
る
報
告
を
求
め
る
。

委
員
会
報
告委

員
か
ら
提
起
さ
れ
た

調

査

事

項

☆�

桑
畑
地
区
の
落
石

防
止
工
事
終
了
後

の
国
道
の
回
復
に

つ
い
て杉

山
　
太 

委
　
員

議会運営委員会の様子

☆�

保
育
所
指
定
管
理
の

経
過
に
つ
い
て

能
登
勝
彦 

委
　
員

桑 畑 落 石 現 場
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村
民
生
活
課
長

①�

現
在
は
、
保
育
所
と
の
細

か
い
摺
り
合
わ
せ
を
し
て

い
る
段
階
で
、
保
育
所
の

引
き
継
ぎ
の
業
務
に
入
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

②�

み
ち
の
く
福
祉
会
か
ら
村

長
へ
の
説
明
と
し
て
地
元

を
大
切
に
し
て
、
現
在
の

購
入
状
況
は
維
持
し
て
い

き
た
い
と
い
う
意
向
が
示

さ
れ
て
い
る
。

③�

財
政
担
当
も
含
め
た
協
議

を
合
計
３
回
位
行
い
金
額

の
折
衝
を
し
て
い
る
。
最

終
的
な
財
政
と
の
協
議
の

も
と
に
12
月
５
日
に
提
示

と
な
っ
た
。

参
事
兼
総
務
課
長

　

順
位
を
つ
け
て
、
村
と
し

て
の
判
断
を
決
め
な
が
ら

行
政
か
ら
の
報
告

総

務

課

か

ら

☆�

地
熱
開
発
調
査
に
係
る
中

間
報
告
に
つ
い
て

委　
　
　

員

問・�

東
北
電
力
の
送
電
線
の
空

き
が
な
い
と
い
う
こ
と
だ

が
、
地
熱
開
発
後
の
送
電

線
に
つ
い
て
オ
リ
ッ
ク
ス

側
か
ら
の
説
明
が
さ
れ
て

い
る
の
か
。

行
政
側
か
ら

・�

送
電
線
の
枠
が
い
っ
ぱ
い

と
い
う
こ
と
で
今
後
オ

リ
ッ
ク
ス
の
動
向
を
注
視

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

☆
防
災
関
係
事
業
に
つ
い
て

☆�

が
ん
ば
る
地
域
交
付
金
に

つ
い
て

生
活
環
境
整
備
対
策

村
民
生
活
課
か
ら

☆�

保
育
所
民
営
化
に
か
か
る

経
過
報
告委　

　
　

員

問

・�

村
が
運
営
し
た
方
が
安
く

て
サ
ー
ビ
ス
が
良
い
の
で

あ
れ
ば
、
村
で
運
営
す
る

の
が
い
い
の
で
は
な
い

か
。

行
政
側
か
ら

・�

協
定
書
の
33
条
に
協
定
書

の
変
更
と
い
う
の
が
あ

り
、
運
営
状
況
の
結
果
に

よ
っ
て
業
務
上
の
変
更
の

協
議
が
で
き
る
も
の
で
あ

り
、
一
年
間
の
様
子
を
見

た
上
で
検
討
し
て
い
き
た

い
。

☆�

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

設
立
に
係
る
経
過
報
告

☆�

ア
ッ
ク
ス
グ
リ
ー
ン
へ
の

自
己
搬
入
の
取
扱
変
更
に

つ
い
て

産
業
振
興
対
策

産
業
建
設
課
か
ら

☆�

平
成
25
年
度
村
建
設
工
事

の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て

委　
　
　

員

問・�

緑
町
線
道
路
改
良
工
事
は

中
止
と
な
っ
た
が
、
来
年

度
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の

か
。

や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
お
も
っ
て
い
る
。

　

売
却
す
る
考
え
は
な
い
か
。

参
事
兼
総
務
課
長

　

ど
う
い
う
ふ
う
な
形
で
売
却
す
れ
ば
よ
い
の
か
検
討
に
入

り
売
れ
る
の
で
あ
れ
ば
土
地
と
建
物
付
き
で
早
め
の
売
却
を

考
え
て
い
る
。委

員
会
報
告

�

☆�

旧
下
風
呂
診
療
所
に
つ
い
て

金
森
一
規 

委
員
長

☆�

本
村
が
抱
え
て
い

る
公
共
施
設
の
老

朽
化
の
実
態
と
改

廃
等
取
り
組
み
に

つ
い
て
の
計
画
は

あ
る
か
。

八
戸
義
之 

委
　
員

指定管理が決まった風間浦保育所

旧下風呂診療所
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平井　賢一
委員長

12
月
５
日
開
催

☆�

大
間
原
発
三
ヶ
町
村
協
議

会
の
報
告
に
つ
い
て

・�

12
月
18
日
三
个
町
村
協
議

会
と
し
て
、
青
森
県
に
対

す
る
道
路
整
備
要
望
活
動

を
了
解
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

委　
　
　

員

問・�

風
間
浦
村
は
、
こ
う
い
う

体
制
で
い
く
と
い
う
こ
と

を
特
別
委
員
会
で
集
約
し

て
、
三
个
町
村
協
議
会
に

持
ち
込
み
、
話
し
合
い
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

行
政
側
か
ら

・�

避
難
路
の
工
事
が
緑
町
線

と
つ
な
が
る
想
定
で
工
事

が
行
わ
れ
る
の
で
、
工
事

の
重
複
を
避
け
る
た
め
避

難
路
の
工
事
を
優
先
さ
せ

る
。

☆�

村
道
認
定
に
つ
い
て
（
下

北
広
域
避
難
路
）

☆�

桑
畑
温
泉
の
入
浴
料
金
改

定
に
つ
い
て委　

　
　

員

問・�

料
金
の
改
定
を
行
っ
て
も

今
後
黒
字
に
な
る
と
は
考

え
ら
れ
な
い
。
ど
う
す
れ

ば
良
い
の
か
考
え
る
段
階

に
き
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。

行
政
側
か
ら

・�

燃
料
代
が
一
番
の
原
因
だ

と
い
う
の
は
わ
か
っ
て
い

る
。
今
後
、
施
設
の
保
守

に
ど
の
く
ら
い
の
経
費
が

か
か
る
か
雇
用
問
題
な
ど

を
詳
し
く
調
査
し
、
議
会

に
相
談
し
た
い
。

税
務
国
保
課
か
ら

☆�

国
民
健
康
保
険
税
率
の
改

定
に
つ
い
て委　

　
　

員

問・�

国
民
健
康
保
険
税
率
の
改

正
に
つ
い
て
、
何
故
こ
れ

だ
け
の
基
金
が
残
っ
た
の

か
。

行
政
側
か
ら

・�

保
険
の
適
正
化
及
び
収
納

率
向
上
な
ど
に
取
り
組
む

こ
と
に
よ
り
特
別
調
整
交

付
金
や
県
調
整
交
付
金
が

多
く
交
付
さ
れ
た
こ
と
が

続
き
、
結
果
的
に
税
率
を

下
げ
て
も
運
営
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

行　

政　

側

・�

ど
う
い
う
要
望
を
す
べ
き

か
は
、
協
議
会
で
議
論
す

べ
き
で
あ
り
、
役
員
会
を

開
け
る
も
の
で
あ
れ
ば
、

そ
ち
ら
で
決
め
て
も
ら
い

た
い
。

委
員
会
報
告

料金の改定される湯ん湯ん

減塩と野菜摂取量増加を目的とした軽食サービス
（国保事業：特定健診時）

委員会の様子
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杉山　　太
委員長

12
月
13
日
開
催

行

政

側

か

ら

☆�

風
間
浦
小
学
校
建
設
概
要

に
つ
い
て

☆�

風
間
浦
小
学
校
に
係
る
概

算
事
業
費
・
財
源
見
込
み

に
つ
い
て

☆�

風
間
浦
小
学
校
校
舎
及
び

屋
内
運
動
場
配
置
図
に
つ

い
て

委　
　
　

員

問・�

小
学
校
統
合
時
に
は
施
設

一
体
型
の
小
中
一
貫
教
育

を
行
う
と
言
っ
て
い
た

が
、
最
近
は
一
貫
教
育
は

統
合
し
て
か
ら
考
え
る
と

い
う
こ
と
で
説
明
さ
れ
て

い
て
意
味
合
い
が
違
っ
て

き
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。

教
育
委
員
会

・�
完
全
複
式
制
を
単
式
制
に

し
、
次
に
中
学
校
と
の
連

携
を
深
め
て
い
き
、
連
携

を
深
め
て
い
く
過
程
の
中

で
一
貫
教
育
を
見
い
だ
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

委　
　
　

員

問・�

平
成
24
年
度
ベ
ー
ス
で
歳

入
を
推
移
し
て
い
る
が
現

政
権
の
改
革
を
み
れ
ば
、

見
通
し
が
甘
い
の
で
は
な

い
か
。

教
育
委
員
会

・�

県
市
町
村
課
と
も
打
ち
合

わ
せ
を
し
て
、
地
方
交
付

税
は
抑
え
た
形
で
見
て
い

ま
す
。

委
員
長
の
ま
と
め

・�

次
回
の
委
員
会
に
は
、
各

小
学
校
の
備
品
の
状
況
と

多
目
的
グ
ラ
ン
ド
整
備
に

係
る
工
事
概
要
及
び
小
学

校
建
設
に
係
る
概
算
事
業

費
・
財
源
見
込
み
に
つ
い

て
一
般
財
源
部
分
が
き
ち

ん
と
わ
か
る
資
料
を
提
出

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

２
月
17
日
開
催

行

政

側

か

ら

☆�

風
間
浦
小
学
校
開
校
ま
で

の
主
要
行
程
予
定
表
に
つ

い
て

☆�

風
間
浦
小
学
校
建
設
に
係

る
概
算
事
業
費
・
財
源
見

込
み
に
つ
い
て

☆�
風
間
浦
村
各
小
学
校
備
品

一
覧
表
に
つ
い
て

☆�

多
目
的
グ
ラ
ン
ド
整
備
事

業
工
事
概
要
に
つ
い
て

委　
　
　

員

問・�

平
成
26
年
度
財
源
見
込
み

は
大
丈
夫
な
の
か
。

参
事
兼
総
務
課
長

・�

平
成
26
年
度
の
予
算
査
定

は
既
に
終
了
し
て
お
り
、

こ
の
数
字
を
持
っ
て
二
カ

年
の
計
画
を
組
ん
で
い

る
。
補
助
金
と
過
疎
債
を

使
い
財
源
的
に
は
見
込
め

る
の
で
大
丈
夫
で
す
。

委　
　
　

員

問・�

資
材
や
人
件
費
が
も
の
す

ご
く
高
騰
し
て
い
る
。

10
％
以
上
の
補
正
予
算
が

必
要
で
あ
る
な
ら
ば
見
直

し
も
必
要
に
な
る
の
で
は

な
い
の
か
。村　

　
　

長

・�

設
計
の
段
階
で
十
分
中
身

を
精
査
し
て
行
う
よ
う
に

指
示
し
て
い
る
。
膨
大
な

額
を
だ
し
て
ま
で
や
る
と

い
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ

り
、
き
ち
ん
と
精
査
し
て

行
う
考
え
で
い
る
。

委
員
長
の
ま
と
め

・�

各
委
員
の
意
見
を
聞
い
た

結
果
、
で
き
る
だ
け
経
費

を
圧
縮
で
き
る
よ
う
再
考

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
意
見
も
あ
り
ま
し
た

が
、
本
日
の
行
政
側
か
ら

の
説
明
の
内
容
を
賛
成
多

数
と
認
め
了
承
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
す
。

委
員
会
報
告

風間浦保育所

完成予想図
（易国間側から）

グラウンド

風間浦中学校
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予
算

審
査
予
算

審
査
予
算

審
査

10

菊池　隆年
委員長

　

予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
３
月
10

日
か
ら
12
日
の
三
日
間
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

委
員
会
報
告平

成
26
年
度
予
算
の
審
査
結
果

総
括
質
疑

平
成
26
年
度
一
般
会
計
予

算
及
び
各
特
別
会
計
予
算

を
原
案
の
と
お
り
可
決

　

少
数
意
見
や
住
民
の
声
が
予
算
編
成
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
な
配
慮
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

問　
�

今
後
も
減
少
し
て
い
く
職
員
体
制
で
行
政
運
営
が
円
滑
に
行
え
る
の

か
。

　

答　
�

効
率
の
良
い
行
政
運
営
を
行
う
た
め
、
議
会
及
び
村
民
の
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。

完成予想図
（グラウンド側から）

風間浦中学校
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委
員
会
報
告

委 員 か ら の 質 疑

納税組合の組織改編及び報償費のあり方につ
いて。

構成する世帯数のあり方、報償費についても庁
内において検討していく。＆

防災避難路について、地域の協力を得ながら
村独自の計画を立てないのか。

地域防災組織と連携を取りながら検討してい
く。＆

患者送迎バスが病院送迎以外にも利用されて
いるので有料化しては。

有料化も考えているが、多目的利用ができるか
検討していきたい。＆

あわび増殖センターの効率的利用法を考えな
いのか。

各漁協には要望があれば利用できると呼びかけ
はしている。＆

風間浦村に住みたいと思えるような教員住宅
の建設は考えないのか。

風間浦小学校建設に合わせ、教員住宅建設も考
えている。＆

財産区については、地域に任せてはどうか。 自治会ができたことにより、地域と協議し出来
るだけ早く地域に任せるようにしたい。＆

ふるさと納税のＰＲを積極的に行い、村の産
業活性化のためホームページを見易く活用し
易くしていただきたい。

平成 26 年度ホームページ改修を予算化して
いるので、早めに取り組んでいく。＆

今年度当初予算は、全体的に減額されている
が、必要なところは増額するなど、予算の必
要性を見極め、めりはりのある予算編成を
行ったのか。

財政状況を見ながら予算編成を行った。

＆

水道施設の改修を平成 26 年度から行うが、
改修費を料金に反映した場合、何％の上げ幅
を想定しているのか。料金改定を行わずに出
来るのか。

各種料金の見直しを検討課題としているが、
いずれは上げていかざるを得ない。＆

水道料金の滞納処理について 特別委員会の設置を検討し、行政・議会で取
り組んでいくこととし、法的に専門家に相談
することも考え、議会の協力を得ながら解決
策を見いだしていきたい。また、口座振替に
ついて広報等で周知していく。

＆

委員から 行政側から
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問

　

基
本
及
び
実
施
設
計
業
務

委
託
は
終
了
し
、
ど
の
よ
う

な
方
法
で
施
設
改
修
を
行
う

の
か
。

村　
　
　

長

　

現
在
使
用
し
て
い
る
集
水

管
及
び
取
水
井
は
使
用
せ

ず
、
新
た
に
集
水
管
に
代
わ

り
取
水
ス
ク
リ
ー
ン
管
を
、

取
水
井
に
代
わ
る
沈
砂
池
を

新
設
い
た
し
ま
す
。

問

　

水
道
料
の
収
納
状
況
は
、

改
善
で
き
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
ど
の
よ
う
に
徴
収
し
て

い
る
の
か
。

問

　

﹁
風
間
浦
過
疎
地
域
自
立

促
進
計
画
﹂
の
中
で
も
﹁
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
対
応
が
必
要
に

な
っ
て
い
る
﹂
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
問
題
で
あ
る
が
、
今

現
在
、
何
ら
方
向
性
が
示
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
村
内
３
小

学
校
の
統
合
も
控
え
、
適
切

な
住
環
境
整
備
を
図
り
一
人

で
も
多
く
の
教
職
員
の
か
た

に
村
内
に
住
ん
で
も
ら
え

ば
、
人
口
減
少
対
策
の
一
助

に
も
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
こ
で
今
後
宿
舎
改
廃
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

村　
　
　

長

　

昨
年
12
月
11
日
に
開
催
さ

れ
た
、
納
税
貯
蓄
組
合
研
修

会
に
お
い
て
口
座
振
替
に
つ

い
て
の
協
力
を
依
頼
し
、
12

月
か
ら
本
年
２
月
ま
で
に
８

件
口
座
振
替
に
申
込
み
さ
れ

て
い
ま
す
。

問

　

水
道
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

は
も
ち
ろ
ん
過
疎
債
も
使
え

る
と
思
う
が
、
整
備
す
る
と

し
た
ら
、
い
つ
か
ら
行
う
の

か
。

村　
　
　

長

　

現
在
16
戸
設
置
し
、
７
戸
は
入
居
中
で
あ
り
ま
す
が
、
昭

和
53
年
以
前
に
建
築
し
た
12
戸
に
つ
い
て
は
、
特
に
状
態
が

不
良
で
あ
る
た
め
解
体
の
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

　

小
学
校
建
設
事
業
に
伴
い
、
平
成
27
年
度
内
を
目
処
に
２

棟
２
戸
建
設
の
方
向
で
事
業
実
施
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

村　
　
　

長

　

平
成
26
年
は
、
水
源
地
改

良
工
事
を
簡
易
水
道
事
業
債

と
過
疎
債
を
活
用
し
て
行

う
。

一
般
質
問

金森一規　議員

易国間地区水源地

教育宿舎の今後は？

菊池隆年　議員

水
道
施
設
整
備

及
び
水
道
料
の

収
納
状
況
は

教
員
宿
舎
の
改

廃
及
び
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
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問

　

村
は
、
実
情
の
軒
数
等
を

把
握
し
て
い
る
か
。

村　
　
　

長

　

平
成
24
年
８
月
に
風
間
浦

消
防
分
署
が
調
査
し
、
空
き

家
と
認
定
し
た
軒
数
は
、
蛇

浦
21
軒
、
易
国
間
32
軒
、
桑

畑
４
軒
、
下
風
呂
34
軒
の
合

計
91
軒
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

問

①�

本
村
全
域
に
つ
い
て
、
防

災
避
難
道
整
備
計
画
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い

が
、
地
区
別
年
度
別
の
計

画
に
つ
い
て
考
え
を
求
め

る
。

②�
防
災
に
係
る
避
難
所
と
避

難
道
は
一
体
性
と
い
う
観

点
か
ら
防
災
避
難
道
計
画

策
定
に
つ
い
て
、
先
ず
各

地
区
で
の
検
討
を
要
請
し

問

　

今
後
、
何
ら
か
の
施
策
を

検
討
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

村　
　
　

長

　

空
き
家
実
態
把
握
事
業

を
、
平
成
26
年
度
青
森
県
市

町
村
元
気
事
業
に
お
い
て
事

業
申
請
し
、
事
業
採
択
さ
れ

る
見
込
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
消
防
分

署
が
調
査
し
た
空
き
家
に
加

え
、
倒
壊
の
可
能
性
が
高
い

建
物
の
判
定
や
土
地
・
建
物

の
所
有
者
も
含
め
た
空
き
家

地
区
意
見
を
集
約
し
、
実

行
あ
る
計
画
策
定
に
あ
た

る
べ
き
と
思
う
が
村
長
の

考
え
を
求
め
る
。

村　
　
　

長

　

各
地
区
の
避
難
経
路
や
避

難
所
、
孤
立
場
所
や
危
険
個

所
の
洗
い
出
し
を
行
い
、
現

状
に
即
し
た
最
も
効
果
的
な

避
難
経
路
を
確
保
し
て
い
く

た
め
、
村
内
各
地
区
の
最
適

な
避
難
場
所
・
避
難
経
路
を

検
討
し
、
そ
れ
を
確
保
す
る

た
め
に
必
要
な
対
策
を
定

め
、
県
が
実
施
す
る
も
の
と

市
町
村
が
実
施
す
る
も
の
を

明
確
化
し
て
お
り
ま
す
。

　

次
期
防
災
計
画
改
定
時
に

は
、
危
険
性
の
高
い
避
難
所

の
選
別
作
業
を
実
施
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
引
き

続
き
自
主
防
災
組
織
と
行
政

が
連
携
し
、
地
域
か
ら
だ
さ

れ
ま
し
た
要
望
内
容
を
検
討

し
、
防
災
対
策
に
取
り
組

み
、
災
害
に
強
い
村
づ
く
り

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問

①�

風
間
浦
小
学
校
の
複
式
学

級
到
来
予
測
に
つ
い
て

の
実
態
把
握
調
査
を
実
施
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
統
合
小
学
校
の
規
模
は
、

児
童
数
減
少
を
十
分
把
握
し

て
の
規
模
で
あ
る
か
。

教　

育　

長

　

各
学
年
の
人
数
に
よ
り
開

校
か
ら
４
年
間
は
、
単
式
学

級
と
な
る
見
込
で
あ
り
ま

す
。
平
成
32
年
度
以
降
の
児

童
数
に
つ
い
て
は
、
本
年
４

月
２
日
以
降
の
出
生
者
が
そ

の
対
象
者
数
と
な
り
、
現
状

に
お
い
て
は
不
確
定
な
も
の

で
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
質
問

の
再
来
に
つ
き
ま
し
て
は
、

未
だ
予
測
で
き
な
い
も
の
で

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
い

た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

開
校
時
の
児
童
数
及
び
学

級
数
を
も
っ
て
校
舎
基
準
面

積
、
屋
内
運
動
場
面
積
が
定

め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
基
準

に
基
づ
く
範
囲
内
で
の
学
校

施
設
規
模
に
お
い
て
建
設
事

業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
統
合
時
に
お
い

て
は
文
科
省
で
定
め
る
校
舎

等
基
準
に
合
致
し
た
施
設
規

模
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い

と
存
じ
ま
す
。

一
般
質
問

この街並みの中にも空き家が？

杉山　太　議員

八戸義之　議員

空
き
家
の
現
状

に
つ
い
て

①�

本
村
、
防
災

避
難
所
及
び

避
難
道
整
備

計
画
に
つ
い

て
②�

風
間
浦
村
統

合
小
学
校
の

複
式
学
級
到

来
予
測
に
つ

い
て
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春
、
日
差
し
も
長
く
な
り

季
節
と
し
て
は
、
躍
動
的
な

時
で
も
あ
り
ま
す
。

　
若
葉
が
芽
吹
き
、
街
で

は
、
小
学
校
・
中
学
校
の
入

学
式
。

　
雪
も
消
え
、
ド
ラ
イ
バ
ー

も
う
き
う
き
気
分
で
浮
か
れ

が
ち
で
す
。
ス
ピ
ー
ド
は
、

控
え
め
に
、
心
に
余
裕
を
持

ち
運
転
し
ま
し
ょ
う
。
子
ど

も
が
飛
び
出
し
て
来
る
か

も
、
運
転
す
る
方
も
、
道
路

を
歩
く
人
も
お
互
い
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

　
議
会
広
報
編
集
委
員
会

　
　
副
委
員
長
　
金
森
　
一
規

14

２月 24 日、中央公民館におい
て、地熱資源調査事業に係る「行
政・議会」説明会が行われました。
　本説明会は、下風呂地域で地熱
資源開発調査を実施しているオ
リックスが、下風呂小学校の南西
約１キロに広がる国有林の一帯で
の地表調査の結果を報告したもの
です。
　説明会では、これまでの調査結
果に加え、地元の理解が得られれ
ば、地質構造を調べる物理探査や
掘削調査などを行うこととして、
今後の計画についても説明があ
り、将来的には地熱発電の事業化
を目指したいとの報告がされまし
た。
　同様の説明会は、後日下風呂地
区において地域関係者等にも行わ
れました。

議
会
活
動
報
告

編
集
後
記

地熱調査地図

説明会の様子


